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『第16回県議会フォトコンテスト』作品募集開始！ 

 今回で16回目を迎えた県議会フォトコンテスト。
県民の皆さまにより身近で、親しみを感じていただ
ける県議会を目指し、平成18年から実施していま
す。 
 
 毎回、多くの方々にご応募いただいており、前回
（令和元年度）は、1,103点の応募がありました。 
 入賞作品は、来年度および再来年度に発行する
広報紙やメールマガジンなどに掲載させていただく
とともに、埼玉県庁内などに展示させていただく予
定です。 
 
 応募は令和２年11月16日（月曜日）まで。 
 感動が伝わる一枚をお待ちしています。

 
☆応募方法など、詳しくは、県議会のホームページをご覧ください。»

 
 

 

 

 

 

県議会だより162号発行 

第15回県議会フォトコンテスト受賞者の声 

生け花のご紹介 
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【県議会だより162号発行】 

 ８月1日(土曜日)に、令和２年４月臨時会および
６月定例会について報告する県議会だより162号
が発行されました。 
 県内にお住まいの皆さまには朝刊と一緒にお
届けしました。また、県の関連施設などでもお配
りしております。ぜひご覧ください。 
 
＜主な内容＞  
l ４月臨時会の議決の概要  
l ６月定例会の議決の概要  
l 一般質問  
l 埼玉県議会議員名簿  
l 委員会リポート  
l 主要会派から  
l 議長・副議長に聞く 
  など  
 
☆県議会だよりはホームページでもご覧いただけます。» 
 

【県議会フォトコンテスト受賞者の声】 
 
 このコーナーでは、昨年度行われた、第15回県議会フォトコンテスト受賞
者からお寄せいただいたコメントをご紹介しています。  
 今回は、一般写真部門、テーマ「埼玉の四季」「自由(フリーテーマ)」およ
びモバイル写真部門において、入選された３作品と受賞者のコメント、審査
員による選評をご紹介します。 
 
--------------------------------------------------------------
 
 第15回フォトコンテスト一般写真部門 
 埼玉県議会議長賞 
 早野由香様（さいたま市） 
 ★テーマ★ 自由（フリーテーマ） 
 ★作品名★ 「春の約束」 
 ★撮影場所★ 大宮花の丘農林公苑 
 

 さいたま市の大宮花の丘農林公苑では、春の時期になるとチューリップ
と桜のコラボが見られ、多くの人が春を満喫しようと集まります。 
 撮影した日は子どもの入学式の日で、小雨降る肌寒さを感じる春の日で
したが、チューリップと桜が子どもの入学を祝ってくれているようでもありま
した。これからも頑張ってねと、約束をしました。  
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--------------------------------------------------------------
 
 第15回フォトコンテスト一般部門 
 埼玉県議会副議長賞 
 石井守彦様（白岡市） 
 ★テーマ★ 埼玉の四季 
 ★作品名★ 「いただきます！！」 
 ★撮影場所★ 春日部市 内牧公園 

 今回、栄誉ある賞をいただきありがとうございました。作品の撮影場所は
春日部市にある内牧公園です。メジロは春先の花が大好きで、梅のメジロ
はウメジロー、桜はサクラジローなどと呼ばれているそうです。野鳥の中で
も警戒心が低く見つけやすい鳥なので、ぜひ、撮影にチャレンジしてみて
下さい。  
 

--------------------------------------------------------------
 
 第15回フォトコンテストモバイル写真部門 
 特別賞 金澤歩未様（久喜市） 
 ★作品名★ 「橙光」 
 ★撮影場所★ 鴻巣市 ポピー・ハッピースクエア 

 鴻巣市の隠れた名所、ポピー・ハッピースクエア。広
大な土地に広がる一面のポピー畑は、時間によってさ
まざまな表情を楽しめる素敵な空間です。大学の授業
終わりに撮影に行った夕方ごろは、夕日とポピーが重
なり合う神秘的な時間です。ぜひ皆さまも一度足を運
んでみてください。  
 

  ★審査員の選評★ 
 なんという素晴らしいシチュエーションで、撮れているのでしょう。撮って
いるカメラの位置も最高です。きっと、ランドセルを背負ったお嬢さんとお
２人の一生の宝物になりそうな写真です。 
 題名に「春の約束」とありますが、何の約束があったのでしょうね。お２
人を知らない私までも引きつけられて見入ってしまいました。こんな素晴
らしい写真を撮るためにカメラはあるのだと改めて思います。 
（審査員：埼玉県美術家協会写真部 役員 田尻かつ子氏） 

 ★審査員の選評★ 
 桜を見上げたメジロの姿が実に愛らしく、私たちが見ても生き物同士の
喜びを感じました。 
 小枝の取り入れ方や淡い青空を背景にしたことも偶然ではなく、作者
の普段からの澄んだ眼差しが生み出した、春の夢の世界なのです。  
（審査員：埼玉県美術家協会写真部副会長 渡辺英夫氏） 

 ★審査員の選評★ 
 黄金色の空に伸びやかに向かう花を、輝く太陽に組み合わせると、ま
るで花から光が放たれているかのよう。美しい求心力を感じさせます。た
そがれ時特有の、現実離れしたような不思議なムードを生かした、神々
しい絵のような作品です。  
（審査員：株式会社ショッパー社 さいたま支社編集長 稲見豊子氏） 
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--------------------------------------------------------------
 
☆フォトコンテストの入賞作品は、県議会フォトギャラリーでもご覧いただけ
ます» 
 
 

 
 

  

このコーナーでは、議事堂ホールに飾られた生け花を作者のコメントともに
ご紹介します。 
-------------------------------------------------------------- 
【協力 埼玉県いけばな連合会】 

 

◆展示期間 
６月29日～７月３日 
◆作者 
松月古流松宗会 関根理茂様 
◆花材 
ドウダンツツジ、アジサイ、カシワバアジサイ、ア
リューム サマードラマー

◇◆生け花の作者の方にお聞きしました！◆◇ 

〈松月古流松宗会 関根理茂様〉 

Q：大きな作品ですね、広い議事堂の中でも存在感があります。 

A：下から見上げて鑑賞してもらえるように、背の高いドウダンツツジを使
用しました。見上げた際に、枝の間から木漏れ日のように光が差し込む
ように生けました。 
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Q：少し赤みがかったアジサイの色がとても美しいですね。 

A：白と青２種類のアジサイを生けましたが、どちらも初夏を感じさせる緑
の木々によく合います。時間がたつと赤みを帯びてくる美しい色の変化
を楽しんでいただけたらと思います。 

☆現在展示中の作品や過去の展示作品は、県議会ホームページでご
覧になれます。» 

 

 

 

【第16回埼玉県議会フォトコンテスト開催！】 

 皆さまいかがお過ごしでしょうか。 
 冒頭の通り、本年度もフォトコンテストの募集が始まりました。 
 今回ご紹介させていただいた作品「いただきます！！」は、「県議会だ
より」161号の表紙を飾った一枚です。 
 皆さまの、心うごかす「瞬間」を切り取った埼玉県の魅力あふれる作品
のご応募をお待ちしております。 

【注意】 
●メールマガジンにおいて氏名の一部にJIS規格第１・第２水準にない文
字がある場合、第１・第２水準の漢字で表記しています。 

【お問い合わせ】 
●「メールマガジン埼玉県議会」の登録・解除はこちらから » 
※登録事項（メールアドレスなど）を変更する場合には、お手数ですが、
変更前のメールアドレスを一度解除してから新規に登録してください。  

●「メールマガジン埼玉県議会」についてのお問い合わせ・感想はこちら
まで！ 
E-mail a6250-03@pref.saitama.lg.jp  

埼玉県議会事務局政策調査課 
〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1 電話 048-830-6257／FAX 048-830-4923 
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